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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
○　消防は「消防組織法」により市町村単位（市町村が共同で設置することや他の市町村に事務を委託することも可）で設置することとされており、令和４年４月１日現在、全国に７２３本部設置されています。
○　そのうち、職員数が１００名未満の消防本部が２５９本部、１００人以上２９９人未満が３４８本部、３００名以上４９９名未満が７６本部、５００人以上1,000人未満が２４本部、1,000人以上が１６本部で、職員数３００人未満の消防本部が全体の約８４％を占めています。
○　救助隊の配置等は、「消防法」及び「救助隊の編成、装備及び配置の基準を定める省令（以下「救助省令」といいます。）」に規定されており（次のスライド参照）全国に1,420隊あり、そのうち特別な装備等を備える特別高度・高度・特別救助隊（詳細は以後のスライド参照）は678隊設置されています。
○　全国の消防吏員165,928名のうち24,339名（約15％）が他の業務との兼任を含めて救助業務に従事しています。

○　次に過去５年の救助活動状況です。直近の統計値となる令和3年度は前年と比較し活動件数及び救助人員はいづれも増加しています。
○　資料の都合上細かな数値は割愛しますが、一番多い事案は、建物等における事故が４８.５％、ついで交通事故が１９．６％となっています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
○　救助体制に関する諸規定及びその根拠となる法令の条文を整理した表となります。
○　救助隊の詳細な分類は次のスライドで説明します。
○　２列目の救助活動に関する基準（消防庁告示）で「救助活動」とは、
　　災害により生命又は身体に危険が及んでおり、かつ、自らその危険を排除することができない者について、その危険を排除し、又は安全な状態に救出することにより、消防法の規定による人命の救助を行うことをいう。と規定しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
○　救助隊の編成について取りまとめた表になります。
○　救助隊には、「救助隊」、「特別救助隊」、「高度救助隊」及び「特別高度救助隊」が存在し、概ね当該消防本部の管轄地域の人口規模に応じて、どの隊を編成するか総務省令で定められています
○　４種類の救助隊のそれぞれの違いは、主に、装備すべき車両・資器材及び教育内容であり、本検討会のテーマであるNBC災害への対応力が異なってきます（対応体制については次のセクションで説明します。）。
○　表の一番右の欄にそれぞれの救助隊を整備している消防本部数（隊の重複を含む。）を掲げています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
○　このスライドと次のスライドはそれぞれの救助隊が整備している主な救助資機材を掲げています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
○　次にNBC対応体制について説明させていただきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
○　NBC災害に対応する体制を消防本部の規模ごとに整理した資料となります。
○　さきほどの資料で説明した規模ごとで整備する救助隊の種類（特に所有する資機材や教育体制による）ごとによる対応体制が異なります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
○　全国の消防本部におけるNBC災害の対応状況をレベルごとにまとめた表になります。
○　NBC災害における全ての活動が実施可能な消防本部は130本部（特別高度救助隊ﾚﾍﾞﾙ23本部、高度救助隊ﾚﾍﾞﾙ107本部）
○　この他、NBC災害で救助活動等が可能な消防本部は576本部（特別救助隊ﾚﾍﾞﾙ203本部、一般救助隊ﾚﾍﾞﾙ373本部）となります。

○　表の下のフローは、標準的な災害対応イメージによる活動の流れを示したものとなります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
○　救助省令では、救助隊の区分ごとに整備すべき資機材が規定さてれおり、NBC資機材の整備に関する規定を取りまとめた表となります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
○　NBC災害に特化した主な消防車両となります。
○　左側の車両は、「特別高度救助隊」の必須車両となる特殊災害対応自動車で、東京消防庁や政令市の消防本部が保有しています。
○　右側が、大型除染システム搭載車で、大量の傷病者の除染が可能な資機材が積載されています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
○　消防は市町村単位で設置していますが、その消防本部で対応が困難な場合は隣接する消防本部や属する都道府県内の消防本部からの応援体制を構築しています。
○　さらに広域的な災害が発生した場合に向け、H7に発生した阪神淡路大震災を契機とした県域を越えた全国的な制度として、消防組織法に規定する「緊急消防援助隊」があります。
○　NBC災害対応についても平成３１年３に特化した部隊が創設され、運用されています。
○　この部隊の特徴は、都道府県を介さず消防庁長官が直接市町村へ指示し３０分以内に応援出動する仕組みとなっています。
○　現在、全国に５４の部隊を配備しています（詳細な部隊は次のスライド参照）。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
○　緊急消防援助隊の活動に必要があるときは、消防組織法の第５０条で国有財産等の無償使用の規定があり、所管に属する消防用の国有財産を又は物品を当該緊急消防援助隊として活動する人員の属する都道府県又は市町村へ無償で使用させることができます。
○　その規定により整備している資機材のうち網掛けの資機材がNBC関係の資機材となります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
○　このスライドと次の２枚のスライドは、主な資機材のイメージを写真で示したものです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
○　消防庁において行っている、消防本部向けのNBC対処のための主な教育・研修となります。
〇　消防大学校におけるNBCコースは、平成28年度からオリパラ＆ラグビーW杯を見据えて大幅に時間数が増えています。（旧：65時間 → 新：102時間）
　　 また、当初、72名の定員でしたが、令和３年度から新型コロナウイルス感染症対策として定数減となっています。（継続中）
○　毎年度受講者数に限りはありますが、消防本部からの受講要望が高いものとなっています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
○　化学防護衣は、空気呼吸器外装型のもので、ISO規格のタイプ１ｂに分類されます。現行マニュアルの防護措置の区分では、規定されていない分類となります。
○　スタンドオフ ラマン分光分析装置及び小型質量分析装置は、隊員が携行して現場での検知・分析活動が可能です。
○　スタンドオフ パッシブ型 赤外分光分析装置は、遠隔から化学剤等の存在を検知することが可能です。
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